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「遊離腹部皮弁による乳房再建における分岐部を利用した静脈吻合の口径差改善の有用性
について」 
 
1． 研究の対象となる方 
２０１７ 年 １ 月以降に千葉県がんセンター形成外科にて、遊離腹部皮弁による片側の

乳房再建を受けた患者さんが対象となります。 
 
2． 研究目的・研究の方法  
静脈の血管吻合方法の違いについて比較をします。この静脈吻合方法は、手術中の血管の

状態をみて、適応した方が従来法より有用性が高いと判断した場合のみ施行します。そのた
め、この血管吻合法の施行の有無で患者さんが不利益を被ることはありません。カルテから
診療情報を収集し解析を行います。解析した結果が、学会などで広く周知すべき知見であっ
た場合は、匿名化された集計データとして公表することがあります。 
 
3． 研究に用いる試料・情報の種類  
本研究は、診療録から診療情報を収集します。新たな試料は用いません。収集する診療情

報は、カルテに記載された、病歴、手術所見、合併症の有無等です。研究のために、新たに
行う検査・治療などはありません。収集した情報は、個人を容易に特定可能な情報(氏名、
ID、生年月日、住所等)を削除して解析に用います。 
 
4． 研究が行われる機関および研究者名 
千葉県がんセンター単独の臨床研究です。研究責任者は徳元秀樹（形成外科)、研究分担

者はいません。  
 
５．個人情報の保護について  
個人情報は千葉県がんセンター内でのみ利用し、施設外には持ち出しません。解析した集

計データは、完全に匿名化されていることを情報管理責任者（徳元秀樹）が 確認したのち、
施設外への持ち出しを可能とします。解析した集計データは、個々の患者さんを特定するこ
とが不可能であることを再確認してから、学会や学術雑誌等で発表を行います。研究終了後、
解析に用いた個人情報は研究責任者（徳元秀樹）の責任の下、施錠可能な保管場所に厳重に
保管し、5 年間保存した後に完全に消去します。  
 
６. 研究の資金源及び利益相反について  
研究資金および利益相反はありません。  



 
７. この研究は倫理審査委員会の承認が得られています。 
本研究は千葉県がんセンター倫理審査委員会が承認し、病院長が研究実施を許可していま
す。 
 
８. この研究にあなたの情報を利用して欲しくない時はご連絡ください。 
あなたの診療情報を研究に用いられることを、あなたまたは代理人の方にご了承いただけ
ない場合は研究責任者までお申し出ください。その場合でも、診療上であなたが不利益を被
ることは一切ありません。学会や学術雑誌等への発表前であれば、あなたの診療情報を解析
対象から削除いたします。発表後にお申し出頂いた場合は、まことに申し訳ございませんが、
あなたの情報を発表内容から削除することはできません。しかし、あなたの個人情報や研究
参加の事実が、発表の内容で判明することはありません。本研究に関するご質問は、下記へ
お問い合わせください。 
 
研究責任者:千葉県がんセンター、形成外科、徳元秀樹 
 〒260-8717 千葉市中央区仁戸名町 666-2 TEL:043-264-5431(代表番号) 
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